(四十 九 回の 注射 を やらなければ、 この 身が だんだん 

腐って いく！) 

こうなる と、 半 平 は 泣いて ばかり も いられなかった。 

三日三晩 考え抜いた 揚句、 やっとの 思いで 彼 は 案外 

手近に 一 つの 案 を 発見した のだった。 

「どうだった ね。 貸して くれた かい」 

半 平 は 下宿の 二階に 待って いて くれた 友人、 

かわはら ごうたろう 

川原 剛太郎 の 顔 を 見る が 早い か、 こう 声をかけ たの 

だった。 その 友人 は X X 生命へ 出て いる 男だった。 

「うん、 貸して くれたが ね」 



友人 は 煙草の 煙 を 忙しそう に 喫った。 

「きみの 言う ほど は 駄目 だ つたよ」 

「じ や、 いくら 貸したい。 二百 円か」 

「うんに や、 その 半分。 百 円 だ あ」 

「ちえつ、 百 円 ぼつち か、 それじゃ 治療代に も 足り や 

しない」 

半 平 は 川原の XX 生命へ、 一万 円の 保険 を 掛けて い 

るの だった。 この 際、 払 込 金の 一部 を 低利で 貸しても 

らおう と 思って 川原に 交渉 を 頼んだ のだった が、 それ 

が 最高 百 円で はすつ かり 予想 を 裏切って しまった。 

「どうも 気の毒 だが ね、 どうに も 仕様がな いよ。 これ 



護婦が 残って、 手術 器械 を 力 チヤ 力 チヤと 片 づけて い 

るば かりだった。 

「あ、 そんなに —— 」 

頓狂な 声 を 上げて、 看護婦が 飛んで きた。 

「お動きに なって はいけ ません。 痛みます か。 もし… 

;」 

目 を 閉じて いた 半 平の 顔の あたりに、 若い 女の 体臭 

が むんむん 句って きた。 彼 は 昂奮で 締めつ けられる よ 

ずる きゅうかく 

うだった。 狡く 目 を 閉じた まま、 嗅覚で 若い 看護婦 

の 全身 を 舐め まわして いる 半 平であった。 

「声 を 出しち や、 いけませんよ」 



看護婦の 熱い i- 吸が いきなり 半 平の 耳 もとでし たか 

と 思う と、 彼の 一方の 手首 は ぎゅっと 握られて しまつ 

た。 

「これ を、 あとでお 読みに なって ください！」 

半 平 はことの 意外に 驚いて、 看護婦の 顔 を 見上げた _ 

「おお ：：： 」 

彼 はもう 少しで 大声 を 出す ところだった。 逃げる よ 

う に 急ぎ 足で 部屋 を 出て いく その 看護婦 の 肉づ きのい 

い 顎の 右側に、 黒 大豆 を そっと 貼りつ けたよう な 黒子 

が 明らかに 認められた。 おお、 幸運の 黒子！ 



往来へ 出る と、 半 平 は 若い 看護婦から 掌のう ちに 握 

ら されたい くつに も 折り畳まれて ある 紙片 を 開いて み 

た。 そこに は 鉛筆の 走り書きで、 こんな 文面が 認め 

られ てあつた。 

『失礼 ごめん あそばせ。 病院で 一 回 三 円か かる 注射 を、 

あたしの 下宿へ 午前 八 時 一 一十 分までに おいでく だせれ 

ば 半額で いたします。 

小石 川 区 X X 町つ ぼみ アバ ー ト七号 室 

からさ さ 

唐 崎み どり』 

ちまた さら 

半 平の 顔が、 だらしなく 解けた。 行人の 巷に 曝す 



のが 苦しい にこに こ 顔だった。 

(幸運の 黒子 を 持った 女 を ひと 目 見た だけで、 こう も 

運が よくなる もの か！) 

注射 料 は 半額で 済む ことに はなる し、 幸運に 恵まれ 

た 若い 女 は 探し 当てる し、 それに、 あの 唐 崎さん とい 

う 看護婦の 素晴らしい 性感 はどう だ！ 

彼 はすぐ にも 飛んで 帰って、 唐 崎さん と 握手 をした 

くて たまらなかった。 

筋 書 どおりに、 唐 崎さん といつ しか 同棲す るよう に 

なった 半 平だった。 新婚旅行 も 唐 崎さん —— ではない 



新妻 みどりの 稼ぎ 貯めた 財布のお 陰で 南 伊豆まで 遠出 

をし、 温泉 気分と 夫婦生活と を 満喫す る ことができた。 

だが、 東京に 帰って くると 半 平 は 重病に な つて、 どつ 

と 床に 就いて しまった。 高熱が いつまでも 下がらな 

かった。 食物 もろく ろく 口へ 入ら なくなって、 とうと 

う 新婚 後 三十日と 経たない のに、 

「ななな、 何が 幸運の 黒子 だ！」 

う-な 

と 呻りながら、 半 平 は 鬼籍に 入って しまったの だつ 

た。 哀れな 半 平だった。 

話 はこれ でお しまいで ある。 



蛇足 を 加えるならば、 半 平の 考え は 間違って いた。 

幸運の 黒子 は、 やっぱり 幸運の 黒子だった。 なぜなら 

半 平の 死と ともに、 一力 月で 未亡人に なった みどり は 

X X 生命から 現金で 金 一 万円 也 を 受け取った。 それが 

亡夫の 掛けて いた 生命保険だった こと は、 読者 諸君の 

よく 承知のと ころで ある。 

幸運の 黒子 は みどりに あつたので、 半 平に あるので 

はなかった。 

半 平の 認識不足が、 この 物語 を 生んだ のだった。 
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